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第４章　新町における実施施策
　本章では、新町の将来像である『若いまち　豊かなまち　そして、夢ふくらむ「中くま」』を実現
するために、各町村の振興計画や各方面からの提言等を踏まえ、具体的な取り組みの分野である「魅
力ある就業空間」、「魅力ある生活空間」、「魅力ある交流空間」の３つの分野に沿って次のようにまと
めました。
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１　各施策の方針
⑴魅力ある就業空間

①ゆとりと魅力ある農業・農村をめざして

ア　活力ある農業を築くための生産基盤の整備
　農業の生産性の向上と農業構造の改善を図るため、土地基盤及び施設整備による農業生産基盤の整
備を進めます。
　
　ア農業用水の確保と安定供給
　 　農業用水の確保と安定供給は、農地の整備と共に農業生産基盤整備における重要な施策であり、
これからも用水施設の更新・改良を進めます。
　
　イ基幹農道の整備
　 　農産物の流通改善や営農の合理化を図るため、基幹農道を整備し、農村地域の活性化と都市との
交流等を促進します。
　
　ウ有機農業等による農業の振興
　 　消費者志向（健康・安全・本物・新鮮）に対応して、有機農法認証制度を設置したり、既存の堆
肥センターを拡充するなど、無農薬・低農薬・有機質肥料など自然生態系を重視した有機農産物の
生産を進めます。
　
　エ潤いと安らぎのある生活環境基盤の整備
　 　農村では、農業生産の場と居住空間が一体となっていることから、公共下水道や合併処理浄化槽
を併用して農業集落排水や簡易排水による生活排水処理施設や農村公園などをはじめとする生活環
境の整備を進めます。
　
　オ産業振興基金（農業関連）の設置
　 　活力ある農業を築くため、農業に関するあらゆる施策に活用できる農業振興基金を設置し、効果
的な運用を図ります。
　
イ　生産者と消費者交流による流通、販売体制
　中球磨地域の資源を使った消費者との交流を進め、農畜産物の流通、販売の効率化を進めます。
　
　ア農畜産加工施設と物産館の建設
　 　地域農畜産物の高付加価値化のための調査研究、技術開発、販売戦略等を検討し、ブランド確立
にむけ加工施設と体験工房、販売施設及び消費者との交流施設も併設した物産館を建設し農業関連
地場産業の振興を図ります。
　
　イ消費地での有利な販売体制確立
　 　産地と消費者との情報発信基地のアンテナショップの開設と併せ、ＪＡと連携した流通体制、販
売ルートの多元化（情報システムの活用）及び地場産品の良さを積極的に広告すること等により、
消費者ニーズに対応した中球磨産品の販売体制の確立を目指します。
　＊ アンテナショップ＝生産者が消費者の農産物需要傾向を直接キャッチしたり、特産品の宣伝をす
るために設けられた、食料品店や料理屋のこと

　ウ交流のための農園整備
　 　都市住民等との交流のための農園整備の検討を行い、農業を通じた地域住民との交流を促進しま
す。
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⑴ 生産基盤の整備
・農業用水の確保と安定供給
・基幹農道の整備
・有機農業等による農業振興
・生活環境基盤の整備
・産業振興基金(農業関連)の設
置
⑵流通・販売体制
・農産加工施設と物産館の建
設
・アンテナショップ等の開設

・交流のための農園
⑶就業環境の整備
・支援体制：南稜高校、農研
センター等
・農業法人化支援
・農業センターの設立と利用
・担い手の育成・確保
・女性の農業における役割の
明確化
・農業関係高等教育機関等の
誘致

若
い
ま
ち　

豊
か
な
ま
ち　

そ
し
て
、
夢
ふ
く
ら
む
「
中
く
ま
」

魅力ある
就業空間

誰もが住みた
くなる、魅力
あふれる元気
なまち

ゆとりと
魅力ある
農業・農
村をめざ
して

・自然環境保全の整備
・森林整備の促進
・林道の舗装等生産基盤整備
・ 産業振興基金(林業関連)の設
置

・ 森林資源を生かした施設の
整備
・森林資源を守る人材育成

・中心市街地の活性化
・商工会との連携

・企業誘致の積極的な推進
・ 産業振興基金(商工業関連)の
設置

⑴環境保全のための基盤整備
・下水道の整備促進等
・リサイクル意識の向上
・ 太陽光、バイオマス発電の
促進
⑵こころを癒す空間の整備
⑶快適な交通環境整備

⑷若者定住に向けた環境整備
⑸行政サービスの向上
・支所の設置
・行政関係
・消防･防災システムの構築
・ まちづくりへの住民参加シ
ステム

⑴学校教育環境の充実
・ 地域の人材を活用した総合
学習
・ 総合文化祭･スポーツ大会の
開催
・情報教育の充実
・交流活動の推進
・小中学校の教育施設整備

⑵社会教育環境の充実
・ 総合的な生涯学習センター
の整備
・各種交流施設の整備
・ 交流によるまちづくり（ス
ポーツ、文化、国際交流）

⑴観光振興
・観光資源のネットワーク化
・地域に点在する史跡の整備
・「石倉」移転活用事業
・ 安心･安全にこだわる体験農
林業
・ 全町を手づくりの生活公園
と捉えた整備

・ ｢花｣をテーマとしたまちづ
くり
⑵伝統文化の保存・継承
・伝承のまつりの保存・継承
・伝統芸能の保存・継承
・新たなまつりの立ち上げ

魅力ある
交流空間

安心して生活

でき、住んで

良かったと実

感できる町

魅力ある
交流空間

多くの人や情

報に出会い、

交流が芽生え

るまち

快適な商
工業環境
の創出

高度な健
康福祉社
会の実現

⑴ 住民の福祉の向上と健康管
理
・多面的な保健事業の推進
・ 母子及び児童の保健福祉体
制の充実

・障害者保健福祉の充実
・介護予防事業の充実
⑵保健福祉施設の整備等
⑶ ユニバーサルデザインのま
ちづくり

快適な生
活環境づ
くり

21 世 紀
に対応し
た生涯学
習環境の
整備

交流と連
携による
地域づく
り

将来像実現のための
施策体系図

豊かな森
林資源の
活用
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ウ　就業環境の改善
　農業経営の安定と「ゆとり」や「うるおい」をもった就業環境を整備します。

　ア町・県・ＪＡが一体となった農業支援体制
　 　南稜高校・県農業研究センター・農業改良普及センターなどの研究機関での研究成果や技術力を
地元の農業に生かすため、関係機関を含めた農業支援体制の確立を図ります。

　イ豊かな経営感覚の農業法人化に向けた支援
　 　農業の高収益事業化や生産団地の形成を図るため、豊かな経営感覚の農業生産法人の育成を積極
的に進めます。
　
　ウ農業センターの設立と利用
　 　行政とＪＡとの連携により、効率的な農業経営を積極的に支援するための農業公社、農業人材バ
ンク、農業機械のリース機関として、また、農業技術支援や新規就農支援及び販売戦略の拠点とし
て「農業センター」の設立と多面的な活用を目指します。

　エ担い手の育成・確保による農業の振興
　 　新規就農者向けパンフレットを作成したり、新規就農者の技術習得のための滞在型農園等の整備、
検討、また、関係機関による経営改善の指導等、新規就農者や認定農業者等に積極的な支援を行う
とともに、農外からの意欲ある新規参入者も受け入れ、各専門生産部門の研修機会の増大、他地域
との交流を深めて地域農業の担い手としての育成確保を図ります。

　オ女性の農業における役割の明確化
　 　女性は地域農業の重要な担い手であることから女性の経営参画や地域リーダーとして女性の持つ
能力や役割を十分発揮できるための条件整備を進めます。
　
　カ農業関係高等教育機関等の誘致
　 　地域内外の農業を志す人材の育成及び地域農業の高度化や地場企業の起業化を促進するため、農
業関係の大学或いは学部等の高等教育機関や農業関連企業の研究施設等について誘致することを目
指します。
　
②豊かな森林資源の活用

　中球磨の豊かな森林資源を有効かつ持続的に利用していくために、森林の多面的な機能を見据え、
林業再生のための拠点施設の整備や、林業と木材産業の一体的な活性化、森林空間、景観等を最大限
に活用した健全な森林資源の維持増進を図ります。
　
　ア自然環境保全の整備
　 　天然林の育成をはじめ、治山事業や保安林改良事業を行い、水資源のかん養、生活環境の保全形
成など森林が有する諸機能の向上を図ります。

　イ森林整備の促進
　 　森林の公益的機能の維持や木材の安定供給確保を図り、林業、木材産業の活性化に資するために
間伐等森林整備を推進し、優良な木材の生産に努めます。また、森林資源の保全のための病害虫等
防除事業を推進します。

　ウ林道の舗装等の生産基盤整備
　 　林道や作業道の舗装など生産基盤の整備を行い、林業経営の合理化、作業効率の向上を図ります。
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　エ産業振興基金（林業関連）の設置
　 　施業の共同化、高性能林業機械の導入の促進など生産性の向上のために林業振興基金を設置し、
林業の振興を図ります。

　オ森林資源を生かした施設の整備
　 　森林の多面的な機能を見据えた林業再生及び自然と触れ合う空間として森林公園を整備したり、
林業に関する研究施設等の誘致を進めます。

　カ森林資源を守る人材育成
　 　みどりのボランティア育成事業を推進するなど、森林資源を守る人材の育成・活用を図ります。
また、林業・木材産業関係者が林業に関する幅広い技能・知識を習得できるよう、県林業研究指導
所をはじめ全国の研究施設や先進地への研修派遣制度を整備します。
　
③快適な商工業環境の創出
　多様な消費者ニーズに応じた商品やサービスの提供を通して生活文化を提案し、商工業が一体と
なった、活力と魅力あふれる産業の育成に努めます。

ア中球磨の顔としてふさわしい商店街の再編成（中心市街地の活性化）
　民間と行政が共同で行う事業として、中心市街地の再開発を中心に、安全な買い物空間のために道
路の整備、駐車場の整備、まつりや各種イベントができるお祭り広場の整備、空き店舗の積極的な活
用を行い、その活動主体としてＴＭＯ（タウンマネージメントオーガニゼーション：まちづくり機関）
を設置します。
○中心市街地活性化事業の例
・パティオ型集合店舗設置事業の推進
・空店舗利用事業
・幸福カード事業の強化（幸福スタンプのカード化）
・駅南側地区の整備
＊パティオ＝中庭。
＊幸福カード事業＝免田町商店街で、おかどめ幸福駅にちなんで実施しているスタンプ事業。

イ商工会との連携
　商工会と協力しながら研修会や交流会等を実施し、地域の経済活動発展に努めます。また、地域の
事業者向けに「経営者セミナー」等を積極的に実施するなど地場産業の技術力向上と経営基盤の安定
強化を図ります。

ウ企業誘致の積極的な推進
　安定した雇用創出をはかるため、企業誘致の推進のための機能強化を図りながら、広報活動や工業
団地等の基盤の整備を推進し、関係機関とも連携のうえ積極的に誘致活動を実施します。

エ産業振興基金（商工業関連）の設置
　基盤施設の整備、共同化、協業化、高度化、近代化のために商工業振興基金を設置し、商工業の振
興を図ります。
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【主要事業：魅力ある就業空間】

１　ゆとりと魅力ある農業・農村を目指して　　　　　　　　　　　　　　　　　　（単位：百万円）

施策名 主要事業の概要 概算事業費

基
盤
の
整
備

農業用水の
安定確保及
び基幹農道
の整備

○生産施設等関連施設
○県営かんがい排水事業
○県営中山間地域総合整備事業
○県営土地改良総合整備事業

３，４８６
有機農業等
による農業
振興

○有機農業認証制度の設定
○堆肥センターの拡充
○畜産糞尿処理施設整備

生活環境基
盤の整備

○農業集落排水事業
○農村公園整備

産業振興基
金

○農・林・商工業基金（３事業分合計：
　各事業５億円）

流
通
・
販
売
体
制

農畜産物加
工施設と物
産館の建設

○農畜産物加工施設

２，２６５

○物産館（体験工房＋販売施設＋交流セ
　ンター）

消費地での
有利な販売
体制の確立

○アンテナショップの開設

○地場産品のＰＲパンフレット

交流のため
の農園整備 ○滞在可能な市民農園

就
業
環
境
の
整
備

県・町・JA
が 一 体 と
なった農業
支援体制

○調査研究体制の確立、農業研修制度の
　導入

８４６

農業法人化
支援 ○法人化育成のための研修制度への支援

農 業 セ ン
ターの設立
と利用

○農業公社の設立
○農業人材バンク制度
○農業機械のリース機関として、農業技
　術支援や新規就農支援及び販売戦略の
　拠点として活用

担い手の育
成・確保

○新規就農者支援事業
○Ｊ･Ｉターン新規就農者支援

女性の農業
における役
割の明確化

○女性リーダー育成（補助制度）

農 業 関 係
高等教育機
関、関係企
業の誘致

○調査研究機関の設置
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２　豊かな森林資源の活用

施策名 主要事業の概要 概算事業費
自然環境保全の
整備 ○天然林の育成

１，２４８

森林整備の促進
○高齢級間伐促進事業
○森林病害虫防除事業

林道の舗装等
生産基盤整備

○林業生産基盤整備事業
○単県林道整備事業

森林資源を生か
した施設の整備

○森林公園整備等
○林業に関する研究施設等の誘致（調査
　研究費）

森林資源を守る
人材育成 ○ボランティアリーダーの育成研修

３　快適な商工業環境の創出

施策名 主要事業の概要 概算事業費

中心市街地活性
化

○パティオ型集合店舗設置事業の推進
○空店舗利用事業の実施
○幸福カード事業の強化（幸福スタンプ
　のカード化）
○駅南側の整備

１，２６２
商工会との連携

○商工会補助金 
○研修会や「経営者セミナー」等の実施

企業誘致の積極
的な推進

○工業団地等広報活動
○工業団地整備
○企業誘致事業
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⑵魅力ある生活空間

①高度な健康福祉社会

　ア　住民の福祉の向上と健康管理に向けた取り組み
　 　住民の福祉と健康の充実を図っていくため、健康福祉センターを設置します。
　 　健康福祉センターにおいては、他の福祉機関や医療機関とのネットワーク化をはかり、情報の集
中管理を行うことで充実した福祉の提供や効果的な健康管理ができるようになります。
　 　また、ボランティア情報を構築してボランティアを育成し、ネットワーク化するなど、地域にお
ける福祉活動を推進していきます。
　　なお、新町では次のような事業を実施します。
　
　ア多面的な保健事業の推進（健康中くま 21）
　 　住民が健康的な生活を送り、老いてもなお健やかな人生を送ることを目的に、個人の健康づくり
を支援するための次のような多面的な保健事業を推進していきます。
　○健康データや医療福祉情報のネットワーク化
　○生活習慣改善のための効果的な事業の推進（栄養士の配置）
　○こころの健康づくりの推進（相談窓口の設置、相談員の配置）
　○生涯にわたる歯科保健の推進（歯科衛生士の配置）

　イ母子及び児童の保健福祉体制の充実（エンゼルプランの推進）
　 　母子保健福祉体制の充実を図るとともに、子育てに係る相談体制の整備や健やかな子供を育成す
るための支援等を行います。
　○心理相談員を配置するなど、健診内容を充実します。
　○放課後児童クラブの窓口を設置し効率的な運営を実施します。
　○ 余裕教室を活用するなど、軽い病気の時の一時預かり所など保護者のニーズに応じた整備を行っ
ていきます。

　○ 地域子育てセンターを充実したり、育児サークルを育成、支援することによって、子育て相談や
母子・父子家庭の支援の充実を行います。

　○ 女性支援センターや担当部署を設置するなど、男女共同参画社会実現のために、女性を取り巻く
様々な問題解決のための施策を実施します。

　ウ障害保健福祉の充実
　 　障害者が、その持てる能力と個性を充分に発揮しながら、社会の中で生き生きとした生活を送る
ことができる施策を実施していきます。
　○精神、知的、身体障害者に対するデイケアの充実
　○ 授産施設の設置及び障害者が日常生活の支援を受けながら生活をする場としてのグループホーム
の設置に係る検討

　○障害者ホームヘルパーの充実

　エ介護予防・生活支援事業等の充実
　 　要介護状態に陥ることを予防し、高齢者が安心して暮らせる環境づくりを推進するため、広域福
祉ネットワークシステムの整備と運用を図ります。また、地域の特別養護老人ホームを対象に地域
型在宅介護支援センターの運用を進めるとともに、基幹型在宅介護支援センターの運営を進め、介
護予防・生活支援事業も実施していきます。
　　また、元気な高齢者に対する取り組みとしてシルバー人材センターの充実等を図ります。

　イ　保健福祉施設の整備等
　 　一人暮らしや自立されている高齢者などのために、高齢者生活福祉施設を整備し、本人及びその
家族の負担軽減のために取り組みます。
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　 　また合併により生まれる余剰公共施設を利用し、高齢者のふれあいサロンや放課後児童クラブ等
の整備を促進し、高齢者が生き生きと暮らすことができるとともに家族の負担を減らし、ゆとりあ
る生活ができるようにしていきます。
　
　ウ　ユニバーサルデザインのまちづくり
　 　高齢者や障害者または子どもなどのできるだけ多くの人が安心して通行できるように、道路や歩
道の整備を行っていきます。
　 　基幹道路だけでなく生活道路においても、救急車や消防車等の乗り入れができるように道路の改
良を促進します。
　 　すべての人が快適に生活できるよう公共機関のユニバーサルデザイン化を促進していきます。
　 　また、日常生活に関わりの深い民間施設についてもユニバーサルデザインの町づくりに協力して
もらうよう指針を策定します。
　　＊ ユニバーサルデザイン＝障害者、高齢者、健常者などの区別なく、誰もが利用しやすいように、

商品、街、公園、家などの設計、デザインをしようというもの

②快適な生活環境づくり

　ア　環境保全のための基盤整備
　　 　下水道の整備促進や合併処理浄化槽の設置促進を図り、きれいで豊かな環境を後世に残せるよ
う取り組んでいきます。

　　 　家庭ごみの徹底分別の推進や消費者学習会等により、分別収集や集団回収をすすめ、リサイク
ル意識の向上や、ごみの減量化の推進を行います。

　　 　また、企業誘致等を行う場合も、環境配慮型の企業を誘致する等、循環型社会を目指したシス
テムの構築を促進していきます。

　　 　自然の力を利用した太陽光発電の促進や豊富な森林資源を利用したバイオマス発電などの可能
性について検討し環境にやさしい地域づくりに取り組んでいきます。

　　 　また、役場内にも環境保全対策を総合的に取りまとめる専任の係を設置します。
　　＊ 循環型社会＝廃棄物等の収集、処理、再生、再資源化等の循環の輪が完結したシステムを形成

することにより、環境に負担を少なくした社会
　　＊ バイオマス発電＝光合成によって太陽エネルギーを蓄えた植物をエネルギーとして発電に利用

するもので、森林資源から得られる薪や木炭などの固定燃料のほか、アルコール発酵・合成か
ら得られる液体燃料、家畜の排泄物などのメタン発酵から得られる気体燃料を利用する。

　イ　こころを癒す空間の整備
　　 　豊富な森林資源や球磨川水系を利用し、森林浴や散策などができる遊歩道や公園などの整備を
図り、子供から大人まで自然にふれあい、こころが癒される空間の整備を促進します。

　　 　また、これからの余暇社会に対応した「グリーンツーリズム」の実施のために、興味のある住
民の方に研修、先進地体験の機会を提供し、あわせて、民泊に対応した住宅の改造の為の助成制
度を実施します。

　　＊ グリーンツーリズム＝森林、田園等自然の豊かな地域で農家が経営する民宿、キャンプ場、農
園などを利用して自然などと親しむ余暇活動。

　ウ　快適な交通環境整備
　　 　旧５町村を結ぶ基幹道路網の整備を推進し、交流や物流がスムーズに行えるよう整備します。
　　 　公共交通機関の利用促進や、自転車道路の整備などによる自転車利用を促進し、交通混雑解消
や排気ガス対策に取り組んでいきます。

　　 　高齢者や障害者などの交通手段の少ない人のために、巡回バス（乗合タクシー）や福祉タクシー
の整備を促進します。
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　エ　若者定住に向けた環境整備
　　 　合併を契機に、新しい町づくりの状況を全国にＰＲし、若々しいイメージを育てます。
　 　生活環境の面では、若者定住を促進するために、新たに町営住宅の建設を進めるとともに、乳幼
児の医療制度について、医療費助成対象年齢を満６歳までに引き上げ、乳幼児を育てやすい環境を
整えます。

　オ　行政サービスの向上
　ア支所の設置
　 　旧町村に支所を設置するとともに住民ＩＤカードを整備し、カード１枚で住民票の移動から国民
年金の納入等全ての行政サービスが各支所で受けられるよう整備検討します。
　　＊ 住民ＩＤカード＝住民登録事務等の電算化に対応するため、住民が本人であることを識別する

カード

　イ行政関係
　 　新町の行政の中枢となる庁舎を整備し、組織、人員の統合に対応します。また、電算システムの
改善や職員研修を推進します。

　ウ消防・防災システムの構築
　　旧町村の消防力を基に、消防団を改組し、消防体制の充実を図ります。
　 　また、最新の地域情報通信システム（防災無線システム等）を整備し、将来を見据えた情報シス
テムの構築を目指します。

　エまちづくりへの住民参加システム
　　新町建設計画の適切な実施のために旧町村単位で「地域審議会」を設置します。
　 　また、新規に実施する公共施設等の整備については、各種計画策定の段階で、行政側から情報を
公開するとともに、住民からの意見を聞きながら整備を進めていきます。
　　＊ 地域審議会＝合併関係町村の区域を単位として設けられ、合併市町村の施策に関して合併町村

の長から諮問を受け、または必要に応じて長に対して意見を述べることが出来る、合併町村の
付属機関
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【主要事業：魅力ある生活空間】

１　高度な健康福祉社会　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（単位：百万円）

施策名 主要事業の概要 概算事業費

住
民
の
福
祉
の
向
上
と
健
康
管
理

多面的な保健事
業の推進

○（老人）保健事業
　・管理栄養士、理学療法士、歯
　　科衛生士、心の健康づくり相
　　談員等の設置

１，３７０

母子保健福祉の
充実（エンゼル
プランの推進）

○健診内容の充実（心理相談員の
　配置）

２５３

○余裕教室等を利用した放課後児
　童クラブの整備
○地域子育てセンターの充実・育
　児サークルの育成・支援
○母子保健事業
　・ 各種学級、健康相談、育児相
談等

○女性支援センターの設置
○男女共同参画社会の実現

障害保健福祉の
充実

○デイケアの実施（精神、知的、身
　体障害者）

１３３○授産施設設置及びクループホー
　ム建設の検討
○障害者ホームヘルパーの充実

介護予防・生活
支援事業の充実

○広域福祉ネットワークシステム
　の整備と運用

４７０
○地域型在宅介護支援センターの
　運営
○基幹型在宅介護支援センターの
　運営
○シルバー人材センターの充実

ボランティア
ネットワークの
構築

○ボランティアの育成とネット
　ワーク化 ３

保健福祉施設の整備

○高齢者生活福祉施設の整備

５１０
○ふれあいサロンの整備（余剰施
　設の活用）
○公的施設のユニバーサルデザイ
　ン化推進、民間施設への普及活動
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２　快適な生活環境づくり

施策名 主要事業の概要 概算事業費

環
境
保
全
の
た
め
の
基
盤
整
備

下水道の整備促
進 ○下水道整備助成金

１，３８６

合併処理浄化槽
の設置促進 ○合併処理浄化槽設置助成金

リサイクル意識
の向上 ○消費者学習会

太陽光・バイオ
マス発電の促進

○太陽光発電

○バイオマス発電

心を癒す空間の整備 ○民泊対応住宅改良 １２５

快適な交通環境整備

○基幹道路網（環状線）整備

７，７１６
○巡回バス（乗合タクシー）
○福祉タクシー
○公営住宅建設・立替
○医療費助成

行
政
サ
ー
ビ
ス
の
向
上

支所の設置 ○支所の建設・改良

７，１６５

庁舎建設 ○庁舎建設
行政サービスの
電算化 ○電算化推進

消防・防災シス
テムの構築

○地域情報通信システムの整備
○消防団整備

まちづくりへの
住民参加システ
ム

○地域審議会の設置
○諸計画策定におけるワークショップ
　等の活用
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⑶魅力ある交流空間

①「21世紀に対応した生涯学習環境の整備」を行います。

　情報化社会に即応できる学校教育環境整備をはじめ、全町民を対象にした各種生涯学習の展開など
「21 世紀に対応した生涯学習環境の整備」を行います。

　ア　学校教育環境の充実
　ア地域の人材を活用した「地域を愛する子ども」を育てる学習
　 　地域の人材と豊かな自然を活用し、総合的な学習を実施することにより、多様化する時代に対応
でき、地域愛に富んだ人材育成を進めます。

　イ総合的文化祭、スポーツ大会の開催
　 　管内の児童・生徒の交流と技術の向上を目指し、全校による文化祭やスポーツ大会の開催を行い
ます。
　
　ウ情報教育の充実
　 　ＩＴ（情報通信技術）施策の推進等の高度情報化社会に対応でき、情報を活用することにより問
題解決できる人材の育成を図るため、各小中学校へのコンピュータの導入、ネットワーク化を推進
します。

　エ交流活動の推進
　 　都市や海辺等の違った環境体験を通し、豊かな心の教育を図るために、ホームステイや林間・臨
海学校等により交流活動を推進します。

　オ小中学校の教育施設整備
　 　児童・生徒が安全で快適な環境の中、学校生活を過ごせるよう教育施設の改善、補修等を行い、
就学環境の整備を図ります。また、余裕教室を畳の部屋に改装し、地域の会合が出来る部屋として
利用できるようにします。

　イ　社会教育環境の充実
　ア総合的な生涯学習センターの整備の検討
　 　子供から高齢者まで全町民を対象に生涯学習ができる場として、ゆとりある時間を楽しむことが
できる総合的な生涯学習センターを整備します。
　 　○生涯学習センターの機能
　　　 　生涯学習センターでは、生涯学習に関する情報を収集し、住民の利用の便宜に則して整理を

行い、町民に提供するとともに、各種の講座等を開設し、住民に多様な学習の機会を提供しま
す。また、併せて次のような機能の併設を検討します。

　　　●中央図書館
　　　　 専門の司書を配置し、コンピュータによる集中管理を行いながら、旧町村をネットワークシ

ステムで結ぶことにより蔵書の有効利用を行います。
　　　●歴史民俗の資料コーナー
　　　　 地域に残る文化的・歴史的財産を一括集中管理展示できる資料館を併設し、専門的知識を持っ

た職員を配置します。（例：文化財・遺跡出土品の展示、古い農具の展示、エンブリー夫妻
の学術的な業績やゆかりのある資料の展示）

　　　●多目的ギャラリー
　　　　小さな美術館等、住民が芸術に触れ合う空間を設置します。

　イ各種交流施設の整備
　 　全町民が一体となって活動ができ、また、青少年の夢を育む全国規模のスポーツイベントが開催
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できる総合体育館（既存施設のリニューアルを中心とします。）・全天候型トラック及び各種大会や
合宿に参加する選手との交流を深める滞在型施設（スポーツ以外にも文化交流や地域間等の交流も
目的とします。）の整備を検討します。

　ウ交流によるまちづくり
　　○スポーツ交流
　　　 　全町民参加の各種スポーツ大会を開催するとともに、全国規模のスポーツイベントの誘致を

目指します。
　　　 　また、既存のスポーツ施設を活用し、中高校・大学及び企業等のスポーツクラブ等の合宿を

誘致します。
　　　 　さらに、子供から高齢者まで多くの町民が好きなスポーツを楽しめる総合型地域スポーツク

ラブの創設・育成に努めます。
　　○文化交流
　　　 　既存の文化施設等を拠点に、住民の自主的な文化活動の掘り起こしや支援を行うとともに各

地域間とのネットワーク化を図ります。
　　　 　また、演劇・音楽等のみならず、他の文化・芸術の分野においても、関係する機関等の支援・

協力を求めつつ、積極的に鑑賞や創作の機会を設けます。
　　　 　さらに、高校、大学、企業等の文化系クラブの合宿を誘致したり、有名な演奏家、演出家に

よる地域の青少年を対象にしたワークショップ等を開催することにより、高度な芸術・技術に
触れる機会を設けます。

　　＊ワークショップ＝意見や技術の交換・紹介を行う研究会

　　○国際交流
　　　　社会経済情勢の著しい変化により、いろいろな分野で国際化が進んでいます。
　　　 　この国際化社会に対応するために語学教育の充実をより一層図るとともに、国際感覚を養い、

文化の違いを認めあう国際的な視野に立った人材の育成を目指します。
　　　例えば、＊外国青年招致事業の活用
　　　　　　　＊海外等への修学旅行助成事業
　　　　　　　＊交換留学事業
　　　　　　　＊姉妹都市提携
　　　　　　　＊民間国際交流クラブ（NGO）の育成 etc

②「交流と連携による地域づくり」を目指します。
　中球磨の自然環境・歴史・文化遺産などの豊かな資源と中球磨に住む人々の温かいもてなしの心、
そして心のこもった特産品等を活用して、地域内外の連携・交流を一層深めることによる地域づくり
を目指します。
　「人」や「物」及び「情報」の交流を広げるには、中球磨に住む人々が中球磨の良さを認識するこ
とからはじまり、これを「中球磨の誇り」として共有することが必要となります。そして、この交流
によって中球磨固有の魅力が確立し、個性的な地域づくりが実現します。

　ア　観光振興
　 　観光は、これまでの「観る」だけの観光から、地域の自然や文化に触れ、交流し体験する観光へ
と転換しつつあります。中球磨の豊かな資源を生かし、訪れる人の志向に応じた体験や発見などを、
地域のみんなでサポートする新しい型の観光を進めます。
　
　ア旧町村に存在する観光資源のネットワーク化
　 　旧５か町村の各地域に点在する観光資源を、ネットワーク化し、交流人口の増大と地域の振興を
図ります。具体的事業の例としては、次のとおりです。
　　○「中球磨再発見」
　　　 　熊本市や福岡市などの都市部を対象に観光モニターを募集し、地域の外から見た中球磨の良
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さを再発見してもらいます。
　　○中球磨の宝物マップの作成
　　　 　単なる観光資源ではなく、里山らしい美しい景観の場所や、おいしいヤマメが釣れる場所な

どを独自の視点から取り上げて、ネットワーク化して地図に落とし、地域資源として活用しま
す。

　　　　（例）「秘仏（野仏）巡りツアー」
　　　 　各地の秘仏（野仏）をネットワーク化し、谷水薬師、相良三十三観音とともに観光ルートを

設置する。
　　○アウトドアイベントの開催
　　　 　球磨川等中球磨の美しい自然や既存施設を活用し、地域内外の交流を促進し、中球磨の魅力

をアピールする機会としてアウトドアイベントを開催します。具体的には、現在行われている
球磨川マラソン大会を充実させたり、新たなイベントを立ち上げたりします。

　イ中球磨に点在する文化財等の史跡の整備
　　 　学術的にも重要で地域に点在する文化財等を整備、復元し、観光資源としてネットワーク化さ
せ、活用します。具体的事業の例としては、次のとおりです。

　　　○中球磨地域に残る中世城の整備、復元。
　　　○歴史体験学習の場とするための地域の古墳群等の整備。

　ウ「石倉」移転活用事業
　　 　人吉・球磨に数多く点在する「石倉」を移築或いは材料として物産館や歴史資料館、和風喫茶
や土産物屋等に活用します。

　エ安全・安心にこだわる体験型農林業による生産者と消費者との交流
　　 　グリーンツーリズムの一環として、中球磨地域の豊かな特産品等を生かした次に代表されるよ
うな都市部住民等との交流及び地域産業の振興を図ります。

　　○ 有機無農薬米、棚田等を活用した安全・安心へのこだわりオーナー制度による農作業体験・交
流の実施

　　○ イチゴ列車、観光農園等を活用した、イチゴ、メロン、梨等のオーナー制度による体験・交流
の実施

　　○会員に対して定期的に農産物の発送を行う中球磨ふるさと会員制度

　オ全町を手づくりの生活公園と捉えた整備
　　 　住民一人ひとりが中球磨の美しい景観を形成できるよう、次に代表されるような事業の推進を
検討します。

　　○中球磨山村景観コンクール
　　　身近にある美しい、懐かしい景観の保全、再発見を促進するために、コンクールを実施します。
　　○景観条例等の整備
　　○武家屋敷跡等の歴史的景観の整備・保存・活用
　　○ふるさと回廊道整備

　カ「花」をテーマにしたまちづくり
　　 　季節の花の美しさを住民や訪問者が楽しめる町となるよう、次に代表されるような事業の推進
を検討します。

　　○「花の町運動」
　　　各世帯に花の種を配布し、全町民挙げて「花の町運動」を行う。
　　○「花の公園整備」
　　　旧５か町村の町村花を活用し、「花の公園」を整備し、合併のシンボル的な存在とする。
　　○温泉センターの近隣に西洋風ガーデンを設置する。
　　○フラワーカーニバルの開催（花にちなんだまつりや町並みの手作り花壇コンテスト）
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　イ　伝統文化の保存・継承
　　 　中球磨には、古来より様々な有形・無形の伝統文化が引き継がれてきました。しかし、人々の
価値観が変わりつつある現代、今手を入れ、保護しなければ消滅してしまいそうな伝統文化も数
多くあります。これらは、中世の日本人の生活文化を知る上で大変貴重なものとして、将来にわ
たり守り、育てる必要があります。なかでも、収穫に感謝する秋祭りなどのように、かつては村
をあげ、老若男女の数少ない娯楽として営まれてきた「まつり」は、自然の恵みに感謝し、皆で
喜びを分かち合うなかで、人々の交流を深め、連携を促す役割を果たしてきました。そこでこれ
らの「まつり」をより魅力あるものとして地域内外の多くの人が参加できる一大イベントとして
再編することを検討します。

　　 　具体的には伝統のまつりや伝統芸能の保存・継承を目的としたワーキンググループを設置し、
合併記念祭等の新たなまつりのあり方等についても検討を行い、新町の一体化を推進します。

　ア伝承のまつりの保存・継承
　　例えば、＊山の神（川の神）まつり
　　　　　　＊夏まつり・ふるさとまつり
　　　　　　＊庚申信仰（講）etc

　イ伝統芸能の保存・継承
　　例えば、＊臼太鼓踊り
　　　　　　＊棒踊り
　　　　　　＊球磨神楽 etc

　ウ新たなまつりの立ち上げ
　　例えば、＊合併記念祭
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【主要事業：魅力ある交流空間】

１　21世紀に対応した生涯学習環境の整備　　　　　　　　　　　　　　　　　　（単位：百万円）

施策名 主要事業の概要 概算事業費

学
校
教
育
環
境
の
充
実

総合的な学習の
推進

○地域の人材を活用した「地域を
　愛する子ども」を育てる学習

８２１

総合的な文化
祭、スポーツ大
会の開催

○新町総合体育大会（陸上等）の
　開催
○新町総合文化祭の開催

情報教育の充実

○全小中学校によるネットワーク
　コンピュータの活用
○小・中学校コンピュータ導入事
　業

宿泊体験学習活
動の推進

○宿泊研修
○ ビハ公園等既存施設を活用した
林間学校の招致

小中学校の教育
施設整備

○教育施設のリニューアル（余裕教
　室の地域の集会施設への改造等）

社
会
教
育
環
境
の
充
実

総合的な生涯学
習センターの整
備

○中央図書館の設置
○司書の配置
○地域学習センターとのネット
　ワーク構築
○中球磨の歴史・民俗展示施設の
　設置（エンブリー夫妻に係る歴
　史的資料の展示等）
○多目的ギャラリーの設置

６，４６０

交流施設の整備

○総合体育館整備（既存施設の
　リニューアル）
○全天候性公認トラック整備
○交流のための滞在型施設整備

スポーツ・文化・
国際交流

○スポーツ交流：施設を活用した
　スポーツイベントや合宿の誘致
○スポーツ交流：総合型地域スポーツ
　クラブの創設・育成
○文化交流：須恵文化ホールを活
　用した、音楽、演劇等イベント
　及び合宿研修の誘致
○国際交流
　・外国青年招致事業
　・海外への修学旅行助成
　・交換留学事業
　・姉妹都市提携事業
　・民間国際交流クラブ育成
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２　交流と連携による地域づくり

施策名 主要事業の概要 概算事業費

観
光
振
興

観光事業のネッ
トワーク化

○「中球磨再発見」
○中球磨の宝物Ｍａｐの作成
　例：秘仏（野仏）巡りツアー ３２０

○アウトドアイベントの開催

観
光
事
業

地域に点在する
史跡の整備

○中世城跡の復元、整備

９０４

○古墳群の整備及び歴史体験学習

「石倉」移転活用
事業

○中球磨に多く残る「石倉」を移
　築或いは「材料」として活用（物
　産館、歴史民俗資料館、和風喫
　茶等）

安全・安心にこ
だわる体験型農
林業による生産
者と消費者との
交流

○有機無農薬米、棚田等を活用し
　たオーナー制度
○イチゴ、メロン、梨等のオーナー
　制度
○中球磨ふるさと会員制度

手づくり生活公
園の町

○中球磨山村景観コンクールの実
　施
○景観条例等の整備
○ 武家屋敷跡等の歴史的景観の整
備・保存・活用

「花」をテーマと
したまちづくり

○「花の町運動」
○「花の公園」整備（農村公園で
　対応）
○西洋風ガーデンの設置と園芸療
　法の実施
○フラワーカーニバル

伝
統
文
化
の
保
存
・

継
承

伝承のまつりを
保存・継承 ○保存・継承のためのワーキング

　グループの設置
３２０伝統芸能の保

存・継承
新たなまつりを
立ち上げる ○合併記念祭
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２　新町における県事業の推進

　平成 12 年６月末に策定した熊本県総合計画「パートナーシップ 21 くまもと」においては市町村が
行う合併の検討について、「21 世紀への挑戦プロジェクト」等に位置づけ、積極的に支援していると
ころです。
　また、地域編において、人吉・球磨地域計画の発展方向を、「森

も り

林の郷
く に

づくり～ 21 世紀相良文化の
創造～」とし、地域の豊かな資源を生かし農林業をはじめとした地域の基幹産業の振興を図り、多彩
な交流の促進などにより相良 700 年の歴史を踏まえた新たな 21 世紀相良文化を創造し「森

も り

林の郷
く に

」
づくりを進めることとしております。
　熊本県では、中球磨５か町村の合併により誕生する新しい町の均衡ある発展を目指し、『若いまち
　豊かなまち　そして、夢ふくらむ「中くま」』の実現のため、以下のような県事業を積極的に推進
するとともに、まちづくりの核となる各種施策に対しても、新町と連携を図りながら必要な支援を行
います。

⑴魅力ある就業空間
　ア　農業振興施策
　 　中球磨地域の平坦部においては、土地改良総合整備事業等を着実に推進し、農業生産基盤の整備
に努めます。また、平坦部に比べて整備の遅れている中山間部においては、中山間地域総合整備事
業により、生活環境基盤の整備と併せて、用排水路や農道など営農条件の整備を進めます。
　　さらに、新町で検討されている様々な農業振興施策を積極的に支援していきます。

　イ　林業振興施策
　 　中球磨地域の林業振興のため、林業生産性の向上や低コスト化を目指して実施される林道など道
路網の整備を支援し、林業生産基盤の強化に努めます。
　 　また、森林の質的充実や公益的機能の高度化を図るために実施される間伐施業を積極的に支援す
るとともに、地域の保健休養の場として実施される森林整備など、「球磨川地域森林計画」に基づ
く支援を行います。

⑵魅力ある生活空間
　ア　健康福祉施策
　 　地域住民が健康で快適な生活を送れるよう、新町で実施される様々な保健・医療・福祉施策に対
し、積極的に支援します。特に、障害者や高齢者にやさしいまちづくりを目指して、住民が参加し
た地域社会全体としての合意づくりの推進と、やさしいまちづくりに関する総合的な計画策定の推
進を支援します。

　イ道路等生活基盤の整備
　 　合併を契機として新町で計画されている旧５か町村を結ぶ基幹道路網及び環状線の整備に対し
て、現在、実施している県道皆越免田線、県道錦湯前線の整備・改良を着実に推進するとともに、
その他の路線についても検討を推進します。
　 　また、球磨川沿線の豊かな自然、貴重な文化財とのふれあいや交流を促進するため、湯前人吉自
転車道の整備を推進していきます。
　 　さらに、球磨川の水質保全や生活環境の改善を図るため、県と球磨川上流流域の９か町村が一体
となって取り組んでいる球磨川上流流域下水道事業を着実に推進してまいります。

⑶魅力ある交流空間
　中球磨地域の観光振興と交流を促進するため、新町で検討されている様々な観光施策や交流事業を
積極的に支援していきます。
　また、地域計画実現のために調査・研究を進めている「森林の郷づくり」拠点整備推進事業におい
ては、当該地域が人吉球磨地域の中心部に位置しているという拠点性・利便性に着目し、検討を進め
てまいります。
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⑷その他
　合併に伴う緊急かつ特殊な財政需要について、財政支援を行うため新たに創設した「熊本県市町村
合併特別交付金」により、新町が速やかに一体的な行政サービスを展開するため、さらに広域的観点
からの地域づくりやまちづくり、住民サービスの維持・向上、行財政の運営の効率化、基盤の整備の
充実などの合併に伴う事業を支援することとしています。
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３　重点プロジェクトとその方針

分野 事業名 事業の目的 事業内容 事業の進め方等

魅

力

あ

る

就

業

空

間

産業振興
基金

　農業、林業、商工業にお
いて事業の高度化、近代化
など産業振興のためのあら
ゆる施策に活用できる産業
振興基金を設置する。

各事業につき５億円
○農業振興基金
○林業振興基金
○商工業振興基金

物産館建
設（体験
工房＋販
売施設＋
交流セン
ター）

　中球磨地域の特産物を活
用しつつ、工業（食品加工
業）や商業、観光・交流の
進行も併せた第６次産業と
しての農業の展開を推進す
る。

物産館の建設
併設施設
○体験工房
○販売施設
○交流センター

○検討委員会を設置
　する
○既存の公有地を活
　用する
○位置は、幹線道路沿
　い等交通アクセスの
　便利な場所とする

農業セン
ターの設
立と利用

　行政とＪＡとの連携によ
り地域の農業振興の中核的
な組織である農業センター
を設立し、多面的な活用を
図る。

○農業公社の設立
　 効率的な農業経営を積極
的に支援
○農業人材バンク
　 地域の人材を活用するこ
とにより、農地の保全と有
効活用を図る

○農業機械のリース
○農業技術支援の拠点
○新規就農支援の拠点
○販売戦略の拠点

○行政とＪＡの連携
　による組織の設立
○既存施設、スタッ
　フ等の活用

中心市街
地活性化

　中心市街地活性化基本
計画に基づき、官民一体と
なった中心市街地の活性化
事業を行う。

○中小小売業高度化事業
○パティオ型集合店舗の設置
○空き店舗利用事業
○幸福カード事業の強化
○駅南側地区の整備その他

　事業の実施にあ
たっては、TMO（ま
ちづくり機関）等を
設置し、十分活用を
図るものとする。

企業誘致
の促進

　安定した雇用創出を図る
ため、農業に関連した飲料・
食品関連会社等の誘致や基
盤整備等を行う。

○企業誘致推進室を設置す
　る
○既存の工業団地用地等の
　基盤整備を推進する
○積極的な誘致活動

○県と連携した誘致
　活動
○農産物、水や立地
　条件等中球磨の
　「強み」を生かす
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魅
力
あ
る
生
活
空
間

健康福祉
センター
の設置

　既存施設や人材を活用
し、地域の健康福祉の中核
である健康福祉センターを
設置する

○健康中くま２１
○母子及び児童の保健福祉
　体制の充実
○女性支援センターの設置
○障害者保健福祉の充実
○介護予防事業の充実

○中球磨の恵まれた
　保健福祉の施設、
　人材を十分活用し、
　合併によるスケー
　ルメリットを生か
　したものとする

中球磨地
域の循環
道路整備

　合併による地域の一体
化を図るため、各支所等を
ネットワークで結ぶ地域の
循環道路を整備する。

○循環道路の整備
○自転車道路の整備

○既存道路の活用、
　拡幅

支所機能
の充実

　各支所の機能を充実さ
せ、合併による行政サービ
スの低下を防止し、各地域
でのまちづくりの拠点とし
て活用する

○住民 IDカードの整備
○行政情報のネットワーク化
○支所の決裁権限の強化
○既存行政施設を活用して
　まちづくりの拠点とする

○電算システムの統
　一化
○既存の行政施設の
　有効利用

魅

力

あ

る

交

流

空

間

総合学習
センター
の設置

　中央図書館を備えた総合
学習センターを設置し、中
球磨における生涯学習活動
の拠点とする

○中央図書館
　専門司書の設置、図書、
　学習情報等のネットワー
　ク化
○歴史民族資料館
○多目的ギャラリー

ス ポ ー
ツ交流施
設の整備
とこれに
よる交流
（合宿等
の誘致）

　中球磨の豊富なスポーツ
施設を活用、充実化し、ス
ポーツによる交流を積極的
に推進する

○全国的なスポーツイベン
　トが開催できる体育館、
　競技場等の施設の整備
　（既存施設のリニューア
　ルを中心とする）
○スポーツ滞在型施設の整
　備
○中球磨全町を対象とした
　各種スポーツ大会の開催
○プロスポーツクラブや高
　校、大学、企業等の合宿
　の誘致活動
○総合型地域スポーツクラ
　ブの育成

○既存施設の活用

＊ 第６次産業＝農業が１次産業のみにとどまるのではなく、２次産業（農畜産物の加工・食品製造）
や３次産業（卸・小売、情報サービス、観光など）にまで踏み込むことで、農村に新たな価値を
呼び込み、お年寄りや女性にも新たな就業の機会を自ら創りだす事業活動。（第１次産業＋第２次
産業＋第３次産業＝第６次産業）


